
 

 

3 月 29 日に開催されました第 133回通常議員総会におきまして、下記議案が承認 

されましたので、ご案内申し上げます。 

 

【議 件】  
議案第１号 令和３年度事業計画（案）の件 

 

議案第２号 令和３年度会費・特定商工業者負担金徴収方法の件 

 

議案第３号 令和３年度収支予算（案）の件 

 

議案第４号 議員総会から常議員会への委任に関する件 

 

         （事業計画及び収支予算の変更に関する件） 

 

議案第５号 商工会議所法の解釈の見直し等に伴う定款変更の件 

 

議案第６号 所在地不明会員等の除名に関する件 

 

議案第７号 使用料および手数料徴収規約改定の件 
 

その他 
 
 



第133回通常議員総会

令和3年3月29日
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 議案第 1 号 1 

令和 3年度 基本方針（案） 

横須賀商工会議所 会頭 平 松  廣 司 
 

【コロナ対策】 

 第 3 波による新型コロナウイルス感染急拡大は、特に飲食店における年末   

年始の最大需要期を襲い、さらに年明けの緊急事態宣言の再発令により、絶望的

な状況に陥っています。こうした状況を踏まえ当所では、昨年末に独自で 30%の

プレミアムを付与した「よこすかプレミアム応援チケット」第 2 弾として、実施

することを決定いたしました。本年 1 月 12 日に、本事業の支援拡充に向け上地

横須賀市長に緊急要望を行ったところ、プレミアム分 3 千万円のうち 2 千万   

円を支援いただけることになり、2 月 5 日から販売開始したところ、21 日間で

市民の方々から総額 1 億 3 千万円の応援を頂きました。“命か経済か”という  

論理ではなく“命も経済も”という論理で支援策を講じなければ、ウイルスに 

翻弄されるだけで、現在まで培ってきた社会経済全般の資源をすべて失うこと

になります。 

 今こそ、官民が一体とならなければ、この未曽有の難局を克服することはでき

ないと考えていますので、より密接に行政との関係性を強固なものとして取り

組んで行きたいと考えています。 

 当所としても、コロナ禍の教訓を踏まえ、地震、津波、豪雨などの災害時も   

含め、衛生用品の供給ができるサプライチェーン構築の一環として、会員企業に

働きかけ、収束後に余剰となった衛生用品を寄付してもらい会議所に備蓄する

など、また、災害時を想定し様々な物資やサービスを柔軟に提供できる危機に 

強い企業のネットワーク化など、事業継続力強化計画(BCP)の策定に向け体制 

整備を進めたいと考えています。 

 

【産農人プロジェクトの本格的展開】 

 マーケットセンスを持った農業人を育成する「産農人プロジェクト」は、3年

目を迎え、農家の学生はもとより非農家の学生も、従来の概念を超えた新たな  

6 次産業化へ向けた革新的発想をもとに巣立ち、各分野で活躍しています。 

 このプロジェクトも県立三浦初声高校の PR 努力もあり、非農家の生徒も農業

に夢をもってこのプロジェクトに参加してくれるようになりました。ところが、 

非農家の生徒は、プロジェクトで培った能力を発揮する農地がないため、他業種

に就職せざるを得ず、県外に出て行ってしまいます。そこで、本プロジェクトの

メンバーが中心となって立ち上げた農業生産法人「横須賀アグリファミリー」と

当所で、運営共同体を組織し、卒業生の雇用や起業を支援する受け皿を、令和   

3 年度に立ち上げることとしました。 

 神奈川県等、行政の協力のもと、県内の若い人材を「産農人」として育成し、

三浦半島を新しい農業の先進地域として“農業人財のルネッサンス”を起こし

たいと考えています。 
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【小規模企業のデジタル化支援】 

 AI・IOT の技術革新は、単なる IT ツールから、企業経営の根幹をつかさどる

重要な要素になっています。ところが、全国的にも小規模企業のデジタル化の 

遅れが経営力の格差を生み出しており、今後はさらにその傾向が強まると懸念

しています。「分からない」「人がいない」「資金がない」、このネガティブ要素を

いかに払しょくして、デジタル化への一歩を踏み出してもらうかが支援のポイ

ントになると考えています。小さな経営課題を掘り起し、最小の資金で解決する

プロセスを体現する「ICT はじめの一歩事業」を展開しています。横須賀市の   

補助金を活用し、現在 14 社の小規模企業がデジタル化への一歩を踏み出せる  

よう支援しています。令和 3 年度も継続して多くの小規模企業の支援を展開   

して参ります。 

 また、イー・コマースを活用した小規模企業の海外展開支援も、デジタル化  

推進の一環として進めてまいります。 

さらなる強化に向け、本市でデジタル・ビジネスが成り立つ環境を整備すると

ともに、ベンダーの育成とネットワーク化も必要になります。企業のデジタル化

の底上げとベンダーネットワークの構築を、同時に進めていきたいと考えてい

ます。 

 

【デジタル人材の育成】 

 今後ますますデジタル化がすすみ、経営の根幹的要素を形成していく中で、 

業種・業態を問わず、デジタル能力を有する人材の需要が確実に高まります。  

そうした状況に対応するため、専門学校・大学からではなく、高等学校教育の  

段階から情報人材の育成が不可欠となってきます。地域で育て、地域で活躍でき

る土壌を作るためには、市内の高等学校に「情報学科」(仮称)を創設し、地域の

企業も人財教育・資金協力等ができる総合的な環境づくりを構築することが  

必要であり、まずは、教育特区などを視野に入れながら、地域全体の合意形成と

学校への働きかけを、経済界として精力的に展開して参ります。 

 

【健康経営の推進】 

 東京商工リサーチの調べによると、令和元年の全国社長の年齢分布は、70 代

以上が構成比 30.37％で初めて最多レンジとなり、経営者の高齢化により黒字の

まま廃業解散するケースも多くなっております。そのため、事業承継への対応が

急務となっていますが、その対応にあたっては、個々の事情が大きく影響する 

ため、慎重な配慮が必要となります。そこで、特に半島地域にある本市は、今後

ますます経営者の高齢化が進むことは確実であり、いかに健康を維持して    

経営を続けられるかが焦点になると考えます。規模が小さければ小さいほど、 

社長が健康でなければ企業存続が難しくなります。当所としては、“健康で経営

にいそしみ、その間にスムーズな引継ぎ”に結び付けていけるような取り    

組みを展開して参ります。 
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 そこで、「健康経営の推進」をスローガンに、2 月 10 日には神奈川歯科大学と

提携し、当所会館内に「健康経営ブース」を設置し、来所する事業者への健康に

対する啓発活動を開始しました。また 3 月には当所として、経済産業省が推奨

する「健康経営優良法人」認定を受けることが出来ました。令和 3年度は、末永

く企業経営を存続していただくために、経営者の健康に対する意識付けから、 

従業員・家族を含めた企業ぐるみの健康経営に結び付けていく取り組みを推進

して参ります。 

 

【職員の支援力強化】 

 コロナウイルス感染は、我々の生活環境を完全に変えました。その新たな   

市場を開拓するためには、従前とは全く違う価値観と方策を持って挑戦しなけ

れば、経営継続が難しい状況となりました。政府の施策においても、デジタル化

や事業再構築など、既定路線を見直し視野を広げた企業経営を後押ししていま

す。当所としても、こうした状況にある地域企業の経営をサポートするために、

デジタル技術を活用した経営計画やマーケットの分析、プロモーション強化  

など、職員もより高度な支援能力を身につけなければなりません。あらゆる   

ノウハウを専門“家”から習得し、自ら専門“化”して支援できる人材を育成   

するプログラムを展開して参ります。 



コロナ禍を教訓にした
デジタル活⽤と⽀援⼒の強化

令和 3年 3月29日
横須賀商工会議所

議案第１号
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コロナを教訓とした危機管理対策
〜 備蓄基地化など事業継続⼒強化計画(BCP)の策定 〜

衛生用品の備蓄基地化 【コロナ感染拡⼤沈静化】

残存衛生用品

地震 津波 豪雨 疫病

会
員

会
員

会
員

会
員

会
員

会
員

会
員

会
員

会
員

会
員

寄付呼び掛け

回収・備蓄

備蓄品配給

会
員
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ウィズ・コロナ時代の経営⽀援戦略

デジタル化 ⽀援⼒
強化

キャッ
シュレス

リモート
商談

WEB
就活

経営
計画

補助金
活用

人材
高度化

コロナが変えた市場に挑戦 !

AI・IOT ネット
販売

マーケ
ティング

SNS
活用

WEB
相談

3



修 了

専門”家”のノウハウを習得し専門”化”する
〜 職員のレベルアップによる⽀援⼒強化 〜

GISシステムの習得によるマーケティング支援強化

当所の経営資源であるマーケット分析シ
ステム「Arc GIS」の活用方法を専門家
から習得し、会員企業のマーケティング
戦略を職員が⽀援できる仕組みの構築

市場分析

顧客管理

販売促進

支援スキーム

所内プロジェク
トチームを結成

【例①】

専門家から
技術習得

モデルケースに
よる実践訓練
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『産農人育成プロジェクト』フェーズⅡ
〜 “教育から市場へ”新たな展開 〜

横須賀商工会議所

㈱ヨコスカAF

研
修
生

と
し
て
雇
用

実
践
研
修

起業化 農地確保⇒開業

耕作・商品開発・加工販売
農作業受託・研修生指導

正規雇用化

継続支援

県立三浦
初声高校

かながわ
アカデミー

入
校

実習
(就職先)

地域
就農希望

県農業公社
(農地中間管理機構)

神奈川県
(横須賀三浦地域県政センター)

国助成金 農地斡旋
国助成金・
技術指導

カゴメ(株)

販促・
共同開発

「産農人」共同運営体
新
た
な
六
次
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

運営
支援
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AI・IOT時代の情報戦略
〜⼈材育成と『情報都市』確⽴に向けて〜

(令和2年度事業未実施のため再掲)

アジェンダ

市内高等学校『情報学科』創設・強化

次世代情報人材の育成

地域企業の有為な人材の確保

情報分野の起業家支援

地域ベンダーのネットワーク化

地域中小企業のICT経営戦略の構築

先端情報機関との連携による地域情報化推進
6



横須賀商工会議所情報委員会(仮称)の設置

情報委員会

情報学科

雇用確保 ネットワーク化

人材育成

中小IT戦略

起業家支援

地域情報化

AI・IOT時代の情報戦略
〜⼈材育成と『情報都市』確⽴に向けて〜

(令和2年度事業未実施のため再掲)
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情報人材

市内高等学校に『情報学科』創設

地域賛同企業

情報学科

地域OB人材

地域起業 地域雇用

インプット

アウトプット

応援・サポート

横
須
賀
商
工
会
議
所

総合的
支援

AI・IOT時代の情報戦略
〜⼈材育成と『情報都市』確⽴に向けて〜

(令和2年度事業未実施のため再掲)
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小規模企業ICT「はじめの一歩」事業
〜横須賀市小規模事業者ICT⽀援補助⾦(予定)を活⽤〜

対象:原則として小規模事業者(市内)

サポートベンダー:市内ICT事業者

実施主体:横須賀商工会議所 協⼒:横須賀市・YRP情報産業協同組合

AI・IOTなどICT技術の活⽤が企業経営に不可⽋となるなかで、⼩規模
事業者のICT対応への遅れが更なる経営⼒の格差を⽣み出す。コロナ禍
で小規模事業者も電子社会の到来を実感している今こそ、身近な経営
課題をICTで解決する小さなモデルケースを積み上げ、ICT化への理解
を深める、絶好のタイミングである。少額でも課題を解決して生産性
が上がることを体現することにより、ICT化への一歩を踏み出す。

目 的
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背 景
・IOT、AI時代には、情報技術は「効率化」だけでなく「経営手法」の根幹となる
・マルチメディア時代から始まる小規模事業者の情報格差は、経営格差となる
・「わからない」「お⾦がない」「⼈材がいない」で敬遠していては、取り残される
・小規模事業者のICT化への「はじめの一歩」への後押しが、当所の重要な使命

業務手順
・まず自社経営の「小さな課題」を掘り起こす
・「⼩さな課題」の解決⼿順を⾒出す
・解決手順のなかにどうICTを組み込んで、解決まで導くかを明文化・共有する
・導入後の作業工程を数か月間検証し、成果として可視化し共有する
・ICT活用の第2歩目への「気づき」につながることを共有し、引き続き伴走する

経費補助
上記計画を認定により市のICT⽀援補助⾦(予定)を活用する

小規模企業ICT「はじめの一歩」事業
〜横須賀市小規模事業者ICT⽀援補助⾦(予定)を活⽤〜
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小規模企業ICT「はじめの一歩」事業
〜横須賀市小規模事業者ICT⽀援補助⾦(予定)を活⽤〜

重要事項説明を対面でやるのを
何とかしたい(不動産業)

コロナで現地の内覧が難しくなっ
てきた(不動産業)

売上金の計算が面倒
経理事務を効率化したい

(小売・飲食業)

資料を持ち歩くのが面倒
リモートで打合せ・会議をしたい

(全般)

紙の顧客名簿を何とかしたい
(商業・サービス業)

工程管理を見える化したい
(製造業)

社員全員で情報を共有したい
(全般)

現場の状況を常に施主に見せ
たい(建設業)

ETC・・・
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小規模企業ICT「はじめの一歩」事業
〜横須賀市小規模事業者ICT⽀援補助⾦(予定)を活⽤〜

身近な課題をICTを活用して少額で解決

小規模事業者

事業
計画書
(様式)

審

査

ICTベンダー

制
度
説
明

課
題
提
起

制度広報
横須賀商工会議所(伴走)

補
助
金
支
給

承認
効
果
検
証

実践
期間

12

確認



小規模事業者越境ECプロジェクト
事業タイトル(ビジョン・ミッション)

事業タイトル

小規模事業者海外展開 越境ECプロジェクト
事業ビジョン

地域を商圏としていた小規模事業者が世界を相手にビジネス
を展開できるEC市場環境づくり

事業ミッション

海外マーケットに通⽤する企画⼒・提案⼒・販促⼒・顧客対
応⼒を⽀える伴⾛型⽀援体制の構築
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小規模事業者越境ECプロジェクト
海外展開へのニーズと課題

越境EC参入へのニーズ

・新型コロナ禍によるネット販売への参入意欲の高まり
・自社商品の海外における評価への関心
・インプットからアウトプットまでの継続的フォロー体制

越境EC参入への課題

・未知の市場への参⼊不安
・海外展開に向けたノウハウの欠如
・海外文化への⾃社商品の適合不安(ムスリム対応等)
・企業規模に対する萎縮(マインドの萎縮)
・越境ユーザーへのプロモーション⼒の⽋如
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小規模事業者越境ECプロジェクト
海外展開スキーム

海外
ユーザー

海外
ユーザー

海外
ユーザー

海外
ユーザー

海外
ユーザー

㈱ ゼンマーケット

海外展開
WEBサイト

Zen Plus

小規模
事業者

小規模
事業者

小規模
事業者

小規模
事業者

小規模
事業者

横
須
賀
商
工
会
議
所
越
境
Ｅ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
モｰ

ル｣

出 店

プロモーション
マーケティング

業務提携
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もし社長が倒れたら、この会社は・・・

社⻑の健康が、会社の経営と従業員や家族の生活を支えています!
企業存続のための『健康経営』

当所が 経済産業省推奨
『健康経営優良法⼈』

に認定されました!!

県下会議所
初認定 !
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「社⻑が急病」、会社がどうなるか考えたことありますか?

「幹部社員が⻑期療養」、日々の運営をカバーできますか?

社⻑⾃⾝や社員の健康に気を配っていますか?

企業存続の源泉は『健康』です!

もし社長が倒れたら、この会社は・・・

社⻑の健康が、会社の経営と従業員や家族の生活を支えています!
企業存続のための『健康経営』
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忙しい 面倒だ ⾃⼰管理

なかなか踏み切れない

効果が
⾒えない

方法が
分からない

手軽に、無理なく、全員で始めてみませんか?

もし社長が倒れたら、この会社は・・・

社⻑の健康が、会社の経営と従業員や家族の生活を支えています!
企業存続のための『健康経営』
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『健康経営』サポート体制

横須賀商工会議所

AXA生命神奈川⻭科⼤学

「健康で経営 スムーズな事業承継」をテーマに
地域企業の健康経営を推進

⻭の健康から認知症予防まで
企業をサポート

「健康経営アドバイザー」が
直接訪問し、実態チェック

もし社長が倒れたら、この会社は・・・

社⻑の健康が、会社の経営と従業員や家族の生活を支えています!
企業存続のための『健康経営』
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支払方法
振 込 自動振替

期 別

前 期 令和３年 ４月 令和３年 ５ 月１０日

後 期 令和３年１０月 令和３年１１月１０日

１．会 費
１）令和３年度 会費１口の金額 ３，６００円

２）会費徴収時期

２．特定商工業者負担金
１）負担金の金額 １，５００円

２）負担金徴収時期 令和３年７月予定
（定款第29条の規定により神奈川県知事の許可を受けた後）

令和３年度 会費・特定商工業者負担金徴収方法の件

議案第２号
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令和３年度 収支予算（案）の件

議案第３号

(単位:千円)

382,303 431,641 ▲ 49,338 繰越金を含む

(356,185) (26,118) （ ）内は当初予算

共
済

特定退職金共済制度
特  別  会  計

355,310 368,180 ▲ 12,870 繰越金を含む

退職給与引当金
特  別  会  計

92,466 82,182 10,284
繰越金･繰入金を
含む

建  物  関  係
特  別  会  計

294,350 284,620 9,730
繰越金･繰入金を
含む

別途積立金会計 117,000 117,000 0 繰越金

1,241,429 1,283,623 ▲ 42,194

1,213,429 1,255,623 ▲ 42,194

合　　　計

各会計間の重複を
除いた合計

備　　考
本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減
(▲)

一　般　会　計事業会計

令和３年度　収支予算総括表
自　令和３年４月　１日
至　令和４年３月３１日

会　計　別

特
 
別
 
会
 
計

積
 
立
 
金

補正差額

21



令和３年度  一般会計収支予算書

【収入の部】① (単位:千円)

款 項

1 会 費 69,903 72,234 ▲ 2,331

1 会 費 69,696 72,000 ▲ 2,304 19,360口×3,600円

2 過 年 度 会 費 207 234 ▲ 27 57.5口×3,600円

2 負 担 金 3,921 3,921 0

1 負 担 金 3,861 3,861 0 2,574人×1,500円

2 過年度負担金 60 60 0 40人×1,500円

3 交 付 金 93,652 164,177 ▲ 70,525

1 県 補 助 金 69,221 68,560 661

2 市 補 助 金 14,800 14,800 0

3 県 連 補 助 金 8,781 7,081 1,700 地域連携推進事業等

4 伴走型小規模支援 0 7,920 ▲ 7,920

5 業務受託収入 0 18,033 ▲ 18,033

6 事 業 負 担 金 850 47,783 ▲ 46,933

備　 考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

特定商工業者負担金

予算確定次第
（補正対応）
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令和３年度  一般会計収支予算書

【収入の部】② (単位:千円)

款 項

4 事 業 収 入 154,132 150,734 3,398

1 検 定 収 入 4,497 6,990 ▲ 2,493

2 手 数 料 収 入 13,667 17,868 ▲ 4,201 ヨコスカイチバン等

3 使 用 料 収 入 22,753 24,041 ▲ 1,288 貸室収入等

4 福祉事業収入 46,555 47,405 ▲ 850 労働保険

日商保険

生命共済

県民共済

アクサ生命

集団扱保険

福祉共済

個人年金

汚染負荷

5 受 講 料 収 入 30,000 30,000 0 パソコン講習会

6 その他事業収入 36,660 24,430 12,230

その他

1,200

840

465

おもてなし、会報広告料等

日商･東商･ネット検定

13,678

32

9,830

9,740

5,290

380

5,100

備　 考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲) 米海軍ﾋﾞｼﾞﾈｽ交流

※補正対応あり

おもてなしギフト
（１，２２３万増）
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令和３年度  一般会計収支予算書

【収入の部】③ (単位:千円)

款 項

5 受 託 収 入 9,955 9,955 0

1 団体事業受託収入 9,955 9,955 0

6 雑 収 入 740 620 120

1 雑 収 入 740 620 120

7 繰 越 金 50,000 30,000 20,000

1 繰 越 金 50,000 30,000 20,000 前年度から繰越

合　　　　　計 382,303 431,641 ▲ 49,338

青申会・商連・防衛協会

備　 考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

ウィズ・コロナ
対策を考慮
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令和３年度  一般会計収支予算書
【支出の部】① (単位:千円)

款 項 目

1事業費 206,546 267,972 ▲ 61,426

1産業振興費 104,192 144,474 ▲ 40,282

1 事 業 推 進 費 44,210 89,868 ▲ 45,658

2 広 報 事 業 費 11,646 10,939 707

3 地 域 振 興 費 10,166 10,006 160

4 検 定 事 業 費 1,793 3,404 ▲ 1,611

5
会 員 ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ
事 業 費

33,371 27,561 5,810

6 共 済 事 業 費 176 196 ▲ 20

7 調 査 研 究 費 2,360 2,020 340

8 渉 外 事 業 費 370 380 ▲ 10

9
そ の 他
事 業 費

100 100 0

商工よこすか、
集客促進事業等

商店街活性化事業等

日商･東商･ﾈｯﾄ検定

小規模企業共済、
火災共済
資料整備､議員研究､

職員研修等

おもてなしｷﾞﾌﾄ等

遠航部隊負担金等

備　　考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

部会、情報化推進等

前年はﾌﾟﾚﾐｱﾑ
応援ﾁｹｯﾄ実施
（４，０００万）

おもてなしｷﾞﾌﾄ
（９５６万増）
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令和３年度  一般会計収支予算書
【支出の部】② (単位:千円)

款 項 目

2
経 営 支 援
事 業 費

85,432 81,964 3,468

1 給 与 費 69,285 66,399 2,886

（ 俸 給 ） 41,103 39,805 1,298

（ 諸 給 ） 9,718 9,128 590

（ 賞 与 ） 18,464 17,466 998

2 法 定 福 利 費 12,487 12,105 382

3 指 導 事 業 費 3,660 3,460 200

3
小規模企業
専門指導費

3,062 3,062 0

1 事 業 費 3,062 3,062 0 専門相談員謝金

地域活性化事業費含(13人)

備　　考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

金融･税務指導関連費等

労保、特退共振替含

地域活性化事業費含(13人)

労保、特退共振替含
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令和３年度  一般会計収支予算書
【支出の部】③ (単位:千円)

款 項 目

4
経営資源強化
支 援 事 業 費 4,256 12,186 ▲ 7,930

1 専門家連携事業費 2,506 2,506 0

2 伴走型小規模支援 0 7,920 ▲ 7,920

3
も の づ く り ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ

基 盤 整 備 支 援 事 業 1,050 1,060 ▲ 10

4
ビジネスモール
関 連 事 業 200 200 0

5 経営革新事業 500 500 0

5
法 定 台 帳
関 係 費

1,500 1,500 0

1 事 業 費 1,070 1,070 0 印刷費、通信費等

2 事 務 費 430 430 0 消耗品費等

6 1,924 1,982 ▲ 58

1 事 業 費 1,149 1,190 ▲ 41 1,176

2 事 務 費 775 792 ▲ 17 234

172

342

会 員 福 祉
事業関係費

備　　考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

集団扱 保険

そ の 他

個 人 年 金

生 命 共 済

ものづくり支援事業

専門家連携

ハイブリッドセミナー等

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓｰﾙ関連事業

予算確定次第
（補正対応）
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令和３年度  一般会計収支予算書
【支出の部】④ (単位:千円)

款 項 目

6,180 5,890 290

1 事 業 費 205 210 ▲ 5 振替手数料等

2 事 務 費 5,975 5,680 295 給与費等

8
受 託 補 助
事 業 費

0 16,914 ▲ 16,914

1
は つ ら つ ｼ ﾆ ｱ
応 援 事 業 0 400 ▲ 400 横須賀市

2
経 営 相 談
体 制 強 化 事 業 0 7,000 ▲ 7,000 日本商工会議所

3
専 門 家 派 遣 等
事 業 0 1,000 ▲ 1,000 日本商工会議所

4
ICT は じ め の
一 歩 事 業 0 6,000 ▲ 6,000 横須賀市

5
米海軍入札企業
研 修 事 業 0 264 ▲ 264 横須賀市

6
在 宅 就 業
推 進 事 業 0 598 ▲ 598 横須賀市

7
就 業 支 援
パ ソ コ ン 講 座 0 1,652 ▲ 1,652 横須賀市

労働保険事務
組 合 関 係 費

7

備　　考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

補助金確定次第
（補正対応）
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【支出の部】⑤ (単位:千円)

款 項 目

2管理費 91,912 89,586 2,326

1 給 与 費 46,049 45,216 833 8人分

1 俸 給 28,790 28,239 551

2 諸 給 5,167 5,112 55
職務､調整､扶養､超勤､
住宅、通勤手当等

3 賞 与 12,092 11,865 227

2 福利厚生費 9,121 9,148 ▲ 27

1 福利厚生費 9,121 9,148 ▲ 27 社会保険料等

3 旅 費 600 600 0

1 旅 費 600 600 0 出張旅費等

4 事 務 費 16,443 15,871 572

1 通信運搬費 1,720 1,720 0 電話料、郵便料

2 什器備品費 100 100 0 事務所内什器等

3 消 耗 品 費 3,108 3,024 84 事務機リース等

4 印 刷 費 1,150 760 390 事業報告･決算書等

5 電 算 機 費 7,244 7,566 ▲ 322 リース料、保守料等

6 車両関係費 1,901 1,441 460 車両リース料等

7 雑 費 1,220 1,260 ▲ 40

備　　考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

令和３年度  一般会計収支予算書
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【支出の部】⑥ (単位:千円)

款 項 目

5 会 議 費 945 945 0

1 会 議 費 945 945 0 議員総会、常議員会等

6 交 際 費 1,410 1,400 10

1 交 際 費 1,410 1,400 10 慶弔費等

7 公課分担金 17,344 16,406 938

1 公課分担金 17,344 16,406 938 関係団体会費、消費税等

備　　考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

令和３年度  一般会計収支予算書
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【支出の部】⑦ (単位:千円)

款 項 目

3会館費 18,064 17,188 876
1 維 持 費 15,567 14,815 752

1 維 持 費 15,567 14,815 752 清掃・管理等

2 営 繕 費 1,970 1,970 0
1 営 繕 費 1,970 1,970 0 建物補修

3 保 険 料 527 403 124
1 保 険 料 527 403 124 建物・備品・傷害

4繰入金 28,000 28,000 0

1
退職給与引当金
特別会計繰入金 18,000 18,000 0

1
退職給 与引当金
特別会 計繰入金 18,000 18,000 0

2
建 物 関 係
特別会計繰入金 10,000 10,000 0

1
建 物 関 係
特別会計繰入金 10,000 10,000 0

5予備費 37,781 28,895 8,886
1 予 備 費 37,781 28,895 8,886

1 予 備 費 37,781 28,895 8,886

合　　　　　計 382,303 431,641 ▲ 49,338

備　　考
科　　　目 本年度

予算額
前年度
予算額

比較増減
(▲)

令和３年度  一般会計収支予算書

31



(事業計画及び収支予算の変更に関する件)

【 横須賀商工会議所定款抜粋 】

（議員総会の決議事項）

第３９条 次に掲げる事項は、議員総会の議決を経なければならない。ただし、

第１１号から第１６号までの事項については、議員総会の議決を経て、常議

員会に委任することができる。

（１）～（11） （ 省 略 ）

（12）事業計画及び収支予算の決定又は変更

（13）～（16） （ 省 略 ）

議案第４号

議員総会から常議員会への委任に関する件
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改定の理由：感染症の流行や自然災害などにより、実際に集まって会議を

行うことが難しい場合の代替的な手段とすること

旧 条 文 新 条 文 （案）
（常議員会）

第４４条 １～２ 省略

３ 会頭は､必要があると認めるとき又は常
議員が総常議員の5分の1以上の同意を得て
請求したときは､会議の日時及び場所につき
通知を発して､常議員会を招集しなければな
らない。

４ 常議員会における常議員及び常議員以外
の役員（理事及び監事を除く。）の議決権
は､各々1個とする。

５ 省略

（常議員会）

第４４条 １～２ 省略

３ 会頭は､必要があると認めるとき又は常議
員が総常議員の5分の1以上の同意を得て請求
したときは､会議の目的たる事項、日時及び
場所につき通知を発して､常議員会を招集し
なければならない。

４ 常議員会における常議員及び常議員以外
の役員（理事及び監事を除く。）の表決権は
､各々１個とする。

５ 省略

商工会議所法の解釈の見直し等に伴う定款変更の件

議案第５号

１．改定箇所 ：第４４条（常議員会）第４６条（準用規定）
第６６条（決算関係書類の提出、備付け及び閲覧）
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旧 条 文 新 条 文 （案）

（準用規定）

第４６条

第４０条（議長）､第４１条（第５項を除く。
）（議事）及び第４３条（議事録）の規定は､
常議員会について準用する｡

（準用規定）

第４６条

第４０条（議長）､第４１条（第３項を除く）
及び第４３条（議事録）の規定は､常議員会に
ついて準用する｡この場合、第４１条中「表決
権又は選挙権」とあるのは「表決権」と読み
替えるものとする。
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旧 条 文 新 条 文 （案）

（決算関係書類の提出、備付け及び閲覧）

第６６条 １～３ 省略

４ 会頭は､毎事業年度､通常議員総会の会日の
7日前までに､第1項の書類を事務所に備えて置
かなければならない｡

（決算関係書類の提出、備付け及び閲覧）

第６６条 １～３ 省略

４ 第３項の監事の意見書については、これに
記載すべき事項を記録した電磁的記録（電子
的方式、磁気的方式その他人の知覚によって
は認識することができない方式で作られる記
録であって、電子計算機による情報処理の用
に供されるものとして経済産業省令で定める
ものをいう。）の添付をもって、当該監事の
意見書の添付に代えることができる。この場
合において、会頭は、当該監事の意見書を添
付したものとみなす。

旧条文第４項は第５項、第５項は第６項に繰
り下げ

附則

第４４条（常議員会）第４６条（準用規定）
、第６６条（決算関係書類の提出、備付け及
び閲覧）は、令和３年３月２９日より実施す
る。
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定款第21条（除 名）

所在地不明会員等の除名に関する件

本商工会議所は、次の各号の１に該当する会員を
議員総会の決議によって除名することができる。

この場合は､その会員に対して､その議員総会の会日の
７日前までにその旨を通知し､議員総会において弁明の
機会を与えなければならない。

（１）１年以上にわたって会費の納入その他会員たる
義務を怠った会員

議案第６号
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Ｎｏ 口数 事業所名 代表者名 業種 会費納入状況

1 3 （有）桑野陶器 桑野　典泰 陶磁器・ガラス器小売業 H22前期から未納

2 2 大堀建設工業（株） 大堀　和弘 建築工事業 H28後期から未納

3 3 五十五電気卸販売（有） 鈴木　恒美 機械器具卸売業 H29後期から未納

4 4 （有）サースエンジニアリング 鈴木　　稔 一般機械器具製造業 H29後期から未納

5 4 （有）宏進自動車工業 塙　宏一 自動車整備業 H29後期から未納

6 2 （有）鎌田製作所 鎌田　照三 電気工事業 H29後期から未納

7 2 エヌエス工業（株） 池内　孝和 鉄骨・鉄筋工事業 H29後期から未納

8 2 サブロク 佐藤　泰之 その他の飲食料品小売業 H28後期から未納

9 3 （株）ロイヤルエナジー総合研究所 岡本　昌之 その他の専門サービス業 H28後期から未納

10 1 ファミリーマート嘉山五郎橋店 嘉山　　裕 その他の各種商品小売業 H28後期から未納

11 2 松林理容店 松林　順子 理容業 H28後期から未納

12 2 広川丸 安田　隆史 その他の娯楽業 H30前期から未納

13 2 スナック野菊 秋山　宣子 バー・キャバレー・ナイトクラブ H29後期から未納

14 2 横須賀えさ安 伊東　たみ子 その他の卸売業 H28後期から未納

15 2 江奈湾塗装 鈴木　章人 自動車整備業 H25後期から未納

16 2 ビューティルビアン 松田　典子 美容業 H28後期から未納

17 2 西タクシー 西　伊智朗 道路旅客運送業 H25前期から未納

18 2 横須賀なごみ整体院 尾崎　裕二 その他の専門サービス業 H28後期から未納

19 2 ＯＮＥ’Ｓ ＳＴＹＬＥ 戸澤　光子 特別会員 H29前期から未納

20 2 ㈱ＨＡＰＰＹ ＣＯＭＰＡＮＹ 内田　こづえ 特別会員 H26前期から未納

21 2 ディ・アイ・コミュニケーション 瀧沢　秀吉 特別会員 H26前期から未納

22 2 リファレンス（株） 武田　朋広 建築工事業 H29前期から未納

23 2 ｙｏｕ－ｔｕｂｅ．ｂｌｕｅ 吉田　信之 情報サービス業 H29前期から未納

24 2 メイ・コーポレーション（同） 赤羽　洋一 食料・飲料卸売業 H29後期から未納

計  ２４件  ５４口
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改定の理由：消費増税に伴う、税額変更等に対応するため

使用料および手数料徴収規約改定の件

議案第７号

１．改定箇所 ：諸証明手数料

証明料手数料
旧 新

（税込） （税抜）

原産地証明 会員 864 800

その他貿易関係証明 会員 864 800

特定退職金共済制度加入証明 会員以外 864 800

各種検定試験合格証明
会員、会員
以外共通 1,230 「各種手数料欄」に移

行により削除

珠算検定国際認定書
会員、会員
以外共通 2,060 「各種手数料欄」に移

行により削除

38



２．改定箇所 ：各種手数料

各種手数料 旧 新

経営者年金共済・特定退職金共済
生命共済・個人年金共済

取扱い保険会社との契約
による

経営者年金共済制度廃止
に伴い「経営者年金共済」
を削除

JANコード受付業務
「JANコード受付業務につ

いて」による
手数料廃止に伴い削除

神奈川県経営者福祉振興財団

取扱制度
協力団体引受書による

民事再生手続きによる事
業停止により削除

各種検定試験合格証明 諸証明手数料に明記

日本商工会議所各種検定
試験制度規則及び東京商
工会議所企画検定試験実
施要綱による

珠算検定国際認定書 諸証明手数料に明記
日本商工会議所各種検定
試験制度規則による

附則

諸証明料の改定は、令和３年４月１日より実施する。 39



『横須賀に実現したデッカー⽶海軍基地司令官の戦後復興・回顧展』開催の件 
～ コロナに負けるな!生命を護った人間愛結束の戦後の事例 ～ 

 
 
期 間: 令和 3 年 4 月 1 日(木) ～11 日(日)  9:30 ～ 18:00 
 
場 所: 横須賀市立市民活動サポート・センター(京急線「汐入駅」徒歩 1 分) 
 
主 催: 横須賀商工会議所・横須賀学の会 
 
後 援: 横須賀市 

 
【横須賀学の会 代表 大橋 祥宏 氏】 
戦後、本市産業の復活にはデッカー

司令官の助けが大きくありました。 
民主主義の国に生まれ変わる日本

の商業、工業のあり方を、まずはこの

横須賀に実現する道を開いてくれた

のです。ことに横須賀の商工業は、軍

国のためにだけあったものを、民間の

ため、日本人のために発展を果たすと

いう大きな舵の切り替えがなされた

のです。そこにこそ民主主義の根幹が

あり、活力が生まれるという本物の自由への導きだったのです。 
 
 当時の横須賀商工会議所村田義鑑会頭は、デッカーさんの下で、四人の福祉委

員の一人に選ばれ、平和な市民生活を開くために働いたのですが、デッカーさん

の四年二か月の任期終了が近づいたとき、その大きな功績に感謝を示そうと胸

像を発案し、川村吾蔵の作で市民の総意を形にし、昭和 24 年 11 月に市役所前

の公園に設置したのでした。 
その後、公園が改装され、胸像の移設ですが、私と当時の会頭小澤一彦氏、名

誉会頭岡本良平氏との思いは「しっかり守りたい」ということで一致し、今の中

央公園（本年四月からは平和中央公園に名称が変更）になったのです。平成 7 年

10 月でしたが、デッカーさんの雄姿が地の利を得て、どうどうと収まったのに

はほっとし、安堵した思い出があります。 
(一部抜粋) 

 

報 告 ２   



『回顧展の開催にあたって』 
 

横須賀商工会議所 
会 頭 平 松 廣 司 

 
ここに『横須賀に実現したデッカー米海軍基地司令官の戦後復興・回顧展』の

オープニングを、大橋祥宏代表をはじめ「横須賀学の会」の皆様の多大なお力添

えにより、深い感慨と共に迎えることができました。また、本回顧展を開催する

にあたり、貴重な資料等を出展していただきました関係機関の皆様にも、改めて

感謝申し上げます。 
 

 戦後、生きる希望を失い、どこに向かえばいいのか路頭に迷っている横須賀を、

デッカー氏はその尊厳と慈しみにより、希望の光へと導いてくれました。教育・

福祉・医療・経済など、戦後復興に欠くことのできない分野の構築に、我がこと

のように尽力され、また、民主国家として成立するために、エドワードウィーナ

夫人と共に、婦人会の創設、女性の登用など、横須賀がわが国で最初に、男女同

権への啓発に取り組むモデルとなったと言っても過言ではありません。 
 

 この多大な功績を讃えるため、昭和 24 年 11 月に当時デッカー氏のもとで福

祉委員として選ばれた当所の村田義鑑会頭の発意により、横須賀市役所前公園

にデッカー氏の胸像が建立され、その後、平成 7 年 10 月に当時の小沢一彦会頭

により当所が中心となって中央公園に移設いたしました。そしてこの度、歴史あ

る中央公園が装いも新たに「平和中央公園」に改修されることに伴い、横須賀市

の配慮で街並みを広く見渡す絶景の場所に移ることになりました。訪れる多く

の市民の方々に、横須賀の恩人であるデッカー氏の功績を未来永劫に亘って伝

承し、讃えてまいりたいと思います。 
 
 今では、平和が当たり前の時代に生活している我々のことを、デッカー氏は丘

の上からどう見ているのでしょうか。恩返しができるとすれば、市民が未来に向

かって夢と希望を持てるまちに、作り上げることなのかもしれません。デッカー

氏が標榜した民主社会の見本として恥ずかしくない都市づくりに邁進している

姿を、優しく、時には厳しく、末永く見守っていただきたいと思います。 
 

結びに、この回顧展が、多くの市民の方の目に留まり、横須賀の戦後復興の原

点を心に刻む機会となりますことを祈っています。 
 

 



コロナに負けるな！　生命の大切さを護った人間愛結束の戦後の事例

主　催　横須賀商工会議所
　　　　横須賀学の会
後　援　横須賀市デッカー夫妻の胸像

（米海軍基地内）

横須賀に実現した
デッカー米海軍基地司令官の
戦後復興



回
顧
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て

「
横
須
賀
に
実
現
し
た
デ
ッ
カ
ー
米
海
軍
司
令
長
官
の

　
　
　
　
　
　

戦
後
復
興
・
回
顧
展
」
の
開
催
に
寄
せ
て

横
須
賀
商
工
会
議
所
会
頭　

平　

松　

廣　

司

横
須
賀
市
長　

上　

地　

克　

明

　

こ
こ
に
『
横
須
賀
に
実
現
し
た
デ
ッ
カ
ー
米
海
軍
基
地
司
令
官
の
戦
後
復
興
・
回
顧
展
』
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
、

大
橋
祥
宏
代
表
を
は
じ
め
「
横
須
賀
学
の
会
」
の
皆
様
の
多
大
な
お
力
添
え
に
よ
り
、
深
い
感
慨
と
共
に
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
回
顧
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
等
を
出
展
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
機
関
の
皆
様
に
も
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
、
生
き
る
希
望
を
失
い
、
ど
こ
に
向
か
え
ば
い
い
の
か
路
頭
に
迷
っ
て
い
る
横
須
賀
を
、
デ
ッ
カ
ー
氏
は

そ
の
尊
厳
と
慈
し
み
に
よ
り
、
希
望
の
光
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。
教
育
・
福
祉
・
医
療
・
経
済
な
ど
、
戦
後

復
興
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
分
野
の
構
築
に
、
我
が
こ
と
の
よ
う
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
民
主
国
家
と
し
て
成

立
す
る
た
め
に
、
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
夫
人
と
共
に
、
婦
人
会
の
創
設
、
女
性
の
登
用
な
ど
、
横
須
賀
が
わ
が
国
で
最

初
に
、
男
女
同
権
へ
の
啓
発
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
多
大
な
功
績
を
讃
え
る
た
め
、
昭
和
24
年
11
月
に
当
時
デ
ッ
カ
ー
氏
の
も
と
で
福
祉
委
員
と
し
て
選
ば
れ
た
当
所
の
村
田
義
鑑
会
頭
の
発
意

に
よ
り
、
横
須
賀
市
役
所
前
公
園
に
デ
ッ
カ
ー
氏
の
胸
像
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
7
年
10
月
に
当
時
の
小
沢
一
彦
会
頭
に
よ
り
当
所
が
中
心

と
な
っ
て
中
央
公
園
に
移
設
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
歴
史
あ
る
中
央
公
園
が
装
い
も
新
た
に
「
平
和
中
央
公
園
」
に
改
修
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
横
須
賀
市
の
配
慮
で
街
並
み
を
広
く
見
渡
す
絶
景
の
場
所
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
訪
れ
る
多
く
の
市
民
の
方
々
に
、
横
須
賀
の
恩

人
で
あ
る
デ
ッ
カ
ー
氏
の
功
績
を
未
来
永
劫
に
亘
っ
て
伝
承
し
、
讃
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
平
和
が
当
た
り
前
の
時
代
に
生
活
し
て
い
る
我
々
の
こ
と
を
、
デ
ッ
カ
ー
氏
は
丘
の
上
か
ら
ど
う
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
恩
返
し

が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
市
民
が
未
来
に
向
か
っ
て
夢
と
希
望
を
持
て
る
ま
ち
に
、
作
り
上
げ
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
デ
ッ
カ
ー
氏
が
標
榜

し
た
民
主
社
会
の
見
本
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
都
市
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
る
姿
を
、
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
、
末
永
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
回
顧
展
が
、
多
く
の
市
民
の
方
の
目
に
留
ま
り
、
横
須
賀
の
戦
後
復
興
の
原
点
を
心
に
刻
む
機
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
横
須
賀
に
実
現
し
た
デ
ッ
カ
ー
米
海
軍
司
令
長
官
の
戦
後
復
興
・
回
顧
展
の
ご
開
催
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
な
さ
れ
た
平
松
廣
司
会
頭
、
大
橋
祥
宏
代
表
を
は
じ
め
、
関
係

す
る
皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ベ
ン
ト
ン
・
Ｗ
・
デ
ッ
カ
ー
司
令
官
は
、
１
９
４
６
年
４
月
か
ら
１
９
５
０
年
６
月
ま
で
米
海
軍
横
須
賀
基
地

司
令
官
と
し
て
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
及
び
公
衆
衛
生
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
お
い
て
そ
の
手
腕
を
存
分
に

発
揮
さ
れ
、
戦
後
の
横
須
賀
の
民
主
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
復
興
と
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

お
よ
そ
４
年
間
に
わ
た
る
デ
ッ
カ
ー
司
令
官
の
輝
か
し
い
功
績
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
半
世
紀

以
上
経
っ
た
令
和
の
時
代
に
も
な
お
、
私
た
ち
横
須
賀
市
民
の
生
活
に
お
い
て
、
様
々
な
面
で
深
く
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
デ
ッ
カ
ー
司
令
官
が
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
病
院
、
学
校
な
ど
様
々
な
施
設
に
加
え
、
当
時
問
題
と
な
っ
て
い
た
コ

レ
ラ
に
関
す
る
大
変
貴
重
な
写
真
や
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
本
展
覧
会
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
現
代
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
デ
ッ
カ
ー
司
令
官
の
功
績
や
、
当
時
の
横
須
賀
の
状
況
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

今
を
生
き
る
私
た
ち
に
は
、
先
人
達
が
連
綿
と
つ
な
い
で
き
た
バ
ト
ン
を
、
次
の
世
代
に
確
実
に
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
大
切
な
使
命
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
、
歴
史
を
振
り
返
り
、
学
ぶ
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
現
代
の
横
須
賀
を
生
き
る
私
た
ち
が
過
去
を
知
り
、
過
去
に
学
び
、

そ
れ
を
未
来
に
活
か
し
て
い
く
た
め
、
デ
ッ
カ
ー
司
令
官
の
功
績
を
知
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
展
覧
会
の
開
催
を
契
機
に
、
横
須
賀
が
、
先
人
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
と
な
り
、
現
在
と
未
来
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
住
み
続
け
た
い
と

思
わ
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
、
力
を
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
に
、
横
須
賀
商
工
会
議
所
と
横
須
賀
学
の
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



統
制
や
配
給
の
時
代
に
商
工
業
の
自
由
を
ひ
も
解
い
た
デ
ッ
カ
ー
さ
ん

横
須
賀
商
工
会
議
所
名
誉
会
頭　

小　

澤　

一　

彦

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
功
績
を
讃
え
る
展
覧
会
は
、
様
々
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の

回
顧
展
は
、「
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
と
の
再
会
展
」
以
来
９
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
来

場
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
戦
後
復
興
に
お
け
る
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
功
績
は
、
偉
大
な
も
の
で
し
た
。
横
須
賀
の
産
業
復
興
に
お
い

て
は
、
民
主
社
会
に
根
差
し
た
健
全
な
経
済
活
動
を
継
続
す
る
礎
を
築
い
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
が
、

自
由
で
活
力
あ
る
民
主
社
会
の
モ
デ
ル
を
横
須
賀
に
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
時
の
横
須
賀
商
工
会
議
所
と
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
と
の
ご
縁
は
、
当
所
の
村
田
義
鑑
会
頭
が
、
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
も
と
で
福
祉
委
員
と
し
て
選
ば
れ

て
い
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
村
田
会
頭
は
、
横
須
賀
の
戦
後
復
興
に
お
け
る
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
功
績
を
讃
え
る
た
め
、
市
役
所
前
公
園
に
胸
像
を
建

立
す
る
こ
と
を
発
案
し
、
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
七
年
十
月
に
市
役
所
前
公
園
が
改
修
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
当
時
会
頭
の
私
は
、

岡
本
良
平
名
誉
会
頭
と
相
談
し
、
中
央
公
園
（
本
年
四
月
か
ら
平
和
中
央
公
園
に
改
称
）
に
移
設
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
横
須
賀
の
ま

ち
を
見
下
ろ
す
高
台
に
移
設
さ
れ
た
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
雄
姿
を
見
て
、
安
堵
し
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
は
、
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
日
本
敗
戦
の
と
き
は
国
民
学
校
二
年
生
で
し
た
。
疎
開
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
横
須
賀
に
戻
っ
て
、
戦
後
の

小
学
校
は
四
年
生
か
ら
清
泉
学
院
初
等
部
に
転
校
し
、
中
学
は
横
須
賀
学
院
に
学
び
ま
し
た
。
学
校
は
す
べ
て
親
の
選
択
に
従
い
ま
し
た
が
、
清
泉

学
院
も
横
須
賀
学
院
も
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
呼
び
掛
け
で
創
立
さ
れ
た
学
校
で
し
た
。

　

デ
ッ
カ
ー
さ
ん
と
は
、
小
学
生
時
代
に
何
度
か
式
典
な
ど
に
来
校
さ
れ
る
姿
に
接
し
ま
し
た
が
、
当
時
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
「
鬼
よ
り
怖
い
」
と

世
間
に
流
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
も
怖
い
人
に
思
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
も
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
功
績
に
は
脱
帽
を
す
る
の
で
す
が
、
横
須
賀
を
戦
後
の
か
け
が
え
の
無
い
民
主
主
義
の
都
市
と
し
て
構
築
し
、

自
由
主
義
圏
の
一
国
に
し
っ
か
り
つ
な
ぎ
止
め
て
く
れ
た
そ
の
発
端
が
横
須
賀
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
誇
り
に
思
え
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
の
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
呼
び
掛
け
に
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
者
た
ち
が
、
戦
時
中
は
ど
の
よ
う
に
耐
え
て
い
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
た
ち
ま
ち
全
国
か
ら
横
須
賀
に
駆
け
つ
け
、
学
校
を
創
り
、
病
院
を
開
院
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
が
競
い
合
っ
て
困
難
に
立
ち
向
か

い
、
目
的
を
果
た
し
た
の
は
驚
く
べ
き
見
事
さ
で
し
た
。
た
と
え
ば
、
聖
路
加
病
院
名
誉
院
長
の
日
野
原
重
明
先
生
の
お
父
上
、
日
野
原
善
輔
牧
師

も
衣
笠
病
院
と
横
須
賀
学
院
の
開
設
に
大
変
な
努
力
を
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
一
つ
と
し
て
衰
え
る
こ
と
も
な
く
今
日
に
機

能
し
、
発
展
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　

横
須
賀
は
新
生
日
本
の
先
頭
を
す
す
ん
だ
の
で
し
た
。
当
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
体
行
列
が
市
中
を
お
ご
そ
か
に
進
む
の
に
小
学
生
と
し
て
参
列

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
な
い
キ
リ
ス
ト
教
者
の
大
パ
レ
ー
ド
で
、
戦
災
の
な
か
っ
た
横
須
賀
で
は
市
民
総
出
で
新
し
い
時
代
を
目
の

当
た
り
に
す
る
興
奮
に
沸
き
ま
し
た
。
一
つ
の
象
徴
的
な
光
景
だ
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



敗
戦
の
日
本
人
を
理
解
し
、
民
主
主
義
を
指
導
し
た

高
潔
な
軍
人
デ
ッ
カ
ー
少
将
と
ト
ム
ソ
ン
宣
教
師

県
立
保
健
福
祉
大
学
名
誉
学
長　

阿　

部　

志　

郎

占
領
と
は
何
か
、
い
か
に
あ
る
べ
き
か

太
平
洋
戦
争
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
た
日
本
軍
は
、
海
南
市
と
改
名
し
、
居
丈
高
に
住
民
に
服
従
を
強
い
、

背
く
者
を
罰
し
、
多
く
の
犠
牲
者
を
生
ん
だ
。

こ
れ
が
私
の
脳
裏
に
去
来
す
る
占
領
の
イ
メ
ー
ジ
に
他
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
敗
戦
で
米
軍
が
占
領
す
る
と
報
じ
ら
れ
る
や
、
各
地
で
暴
行
を
恐
れ
て
婦
女
子
を
遠
く
に
疎
開
さ
せ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

仮
に
、
私
が
占
領
軍
司
令
官
な
ら
、
や
は
り
住
民
を
見
下
し
て
強
権
を
行
使
し
た
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
予
想
に
反
し
弾
圧
も
略
奪
も
な
く
、
米
占
領
軍
が
極
め
て
友
好
的
な
の
で
意
外
な
思
い
と
と
も
に
安
堵
し
た
の
を
思
い
出
す
。

こ
の
米
軍
占
領
の
な
か
で
も
、
ほ
か
に
例
が
な
い
稀
有
な
モ
デ
ル
と
し
て
、
ベ
ン
ト
ン
・Ｗ
・
デ
ッ
カ
ー
の
行
政
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

デ
ッ
カ
ー
は
、
生
粋
の
職
業
軍
人
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
軍
人
ら
し
か
ら
ぬ
一
面
を
持
っ
て
い
た
。

Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
の
横
須
賀
港
側
に
、
日
本
海
軍
が
建
て
た
海
や
軍
艦
を
遮
る
堀
が
敗
戦
後
も
残
っ
て
い
た
。
市
民
が
横
須
賀
軍
港
を
眺
め
る
こ
と

を
、
長
い
間
許
さ
れ
な
か
っ
た
高
く
長
い
塀
を
、
デ
ッ
カ
ー
は
真
っ
先
に
取
り
除
い
た
。
そ
れ
は
、
日
本
と
米
国
、
軍
と
民
間
、
陸
と
海
を
隔
て
る

障
害
か
ら
「
解
放
」
す
る
占
領
行
政
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

横
須
賀
米
海
軍
基
地
に
赴
任
す
る
や
、た
だ
ち
に
市
民
へ
の
物
資
の
供
給
の
み
な
ら
ず
、デ
ッ
カ
ー
は
教
育
、医
療
、福
祉
へ
の
充
実
を
図
り
、特
に
、

女
性
の
地
位
向
上
の
道
を
拓
い
た
。

親
し
く
日
本
人
と
ふ
れ
あ
い
、
市
民
の
生
活
と
福
祉
に
深
く
か
か
わ
り
、
文
化
を
高
め
る
努
力
を
払
っ
た
の
で
、
軍
上
層
部
か
ら
占
領
行
政
の
逸

脱
と
し
て
強
い
批
判
を
浴
び
長
期
に
わ
た
っ
て
昇
進
を
保
留
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
占
領
軍
司
令
官
と
し
て
の
卓
越
し
た
人
格
と
豊
か
な
思
想
が
反
映

さ
れ
た
行
動
力
と
、
こ
の
よ
う
な
桁
外
れ
の
軍
人
を
結
果
的
に
許
容
し
て
い
る
米
軍
の
懐
の
深
さ
に
興
味
を
覚
え
る
。

デ
ッ
カ
ー
が
退
任
す
る
と
き
、
横
須
賀
市
議
会
は
占
領
軍
総
司
令
官
に
留
任
を
陳
情
し
、
市
民
は
胸
像
を
建
て
―
戦
後
、
日
本
人
の
手
で
建
て
ら

れ
た
唯
一
の
米
国
軍
人
の
像
―
感
謝
を
表
現
し
、
今
で
も
平
和
中
央
公
園
に
記
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
他
の
占
領
行
政
へ
の
高
い
評
価
と
、
市

民
に
い
か
に
愛
さ
れ
尊
敬
さ
れ
た
か
物
語
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
、
斎
藤
博
駐
米
大
使
の
遺
骨
を
米
国
か
ら
礼
送
す
る
軍
艦
の
乗
組
士
官
と
し
て
日
本
に
多
く
の
知
己
を
え
て
い
た
上
に
、
横
須
賀
に
着
任
し

た
デ
ッ
カ
ー
の
目
に
映
っ
た
市
民
は
飢
え
て
貧
し
か
っ
た
が
温
顔
で
礼
儀
正
し
く
、
特
に
子
ど
も
の
笑
顔
に
感
銘
を
受
け
、
こ
の
国
に
学
ば
ね
ば
と

述
懐
し
た
謙
虚
さ
は
、
彼
の
占
領
行
政
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

海
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
岩
国
で
殉
職
し
た
令
息
の
葬
儀
の
た
め
、
退
官
後
に
来
日
し
た
デ
ッ
カ
ー
に
お
会
い
し
た
が
、
悲
し
み
を
内
に
秘
め
つ

つ
笑
顔
で
明
る
く
接
す
る
人
柄
は
印
象
的
で
私
の
頭
か
ら
は
離
れ
な
い
。

★
エ
ベ
レ
ッ
ト
・
ト
ム
ソ
ン
に
つ
い
て

こ
こ
で
少
し
で
は
あ
る
が
、
エ
ベ
レ
ッ
ト
・
ト
ム
ソ
ン
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
き
た
い
。
じ
つ
は
、
デ
ッ
カ
ー
は
日
本
の
社
会
に
福
祉
の
根
を
育

て
な
い
と
本
物
の
民
主
主
義
の
国
に
は
育
た
な
い
と
読
ん
で
、
社
会
福
祉
の
専
門
の
従
事
者
を
求
め
た
の
だ
。
軍
人
は
２
年
で
交
代
す
る
、
腰
を
据

え
て
日
本
の
福
祉
に
従
事
で
き
る
専
門
家
に
は
、
軍
人
で
は
で
き
な
い
と
判
断
を
し
て
い
た
の
だ
。

そ
こ
で
、
親
し
い
カ
ナ
ダ
人
の
バ
ッ
ト
氏
の
紹
介
で
、
宗
教
家
の
ト
ム
ソ
ン
が
横
須
賀
に
呼
ば
れ
、
田
浦
の
社
会
館
を
舞
台
に
社
会
福
祉
の
実
践

に
活
躍
を
始
め
た
の
だ
。



戦
前
の
ト
ム
ソ
ン
は
、
１
８
９
９
年
ニ
ュ
ウ
ハ
ン
プ
シ
ャ
生
ま
れ
で
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
神
学
部
を
１
９
２
６
年
に
卒
業
す
る
と
す
ぐ
に
日
本
の
函

館
、
弘
前
、
長
崎
で
伝
道
と
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
日
本
通
で
あ
っ
た
の
だ
が
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
帰
国
し
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
帰
国
後
に
は
、

日
系
人
が
強
制
的
に
ア
イ
ダ
ホ
の
砂
漠
に
造
ら
れ
た
収
容
所
に
集
め
ら
れ
て
い
る
の
を
知
る
と
家
族
と
共
に
砂
漠
の
小
さ
な
町
に
移
り
、
教
育
や
労

働
、
生
活
問
題
な
ど
の
助
け
や
相
談
に
乗
っ
た
の
だ
。
こ
こ
で
ト
ム
ソ
ン
は
、
社
会
の
深
刻
な
問
題
に
ぶ
つ
か
り
社
会
福
祉
の
修
学
を
思
い
立
ち

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
社
会
事
業
大
学
（
現
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）
大
学
院
で
学
ん
で
学
位
を
と
っ
た
の
だ
。
敗
戦
の
混
乱
に
あ
る
日
本
に
戻
っ
て
き
た
ト
ム

ソ
ン
は
田
浦
の
社
会
館
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
承
諾
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
も
、
長
崎
で
原
爆
に
遭
っ
た
鎮
西
学
院
の
復
興
に
協
力
を
し
つ
づ
け
、
沖
縄

で
は
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
を
設
立
し
て
横
須
賀
に
戻
り
、
留
守
の
間
の
社
会
館
は
ト
ム
ソ
ン
夫
人
た
ち
が
守
っ
て
い
た
の
を
引
き
つ
い
だ
の
だ
。
ト
ム
ソ
ン
が

進
め
た
の
は
（
１
）
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
、市
長
、民
生
部
長
、警
察
署
長
、教
育
委
員
会
な
ど
行
政
関
係
者
に
婦
人
会
、青
年
会
な
ど
を
集
め
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
、
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
話
し
合
い
（
２
）
米
海
軍
基
地
の
通
訳
に
英
語
指
導
（
３
）
青
年
会
、
婦
人
会

の
集
会
に
建
物
開
放
（
４
）
青
年
に
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
開
始
な
ど
地
域
の
要
望
に
精
力
的
に
活
動
し
た
。
そ
し
て
保
育
所
、
図
書
館
、
児
童
ク
ラ
ブ
、

青
少
年
活
動
、
授
産
、
洋
裁
、
相
談
室
、
英
語
教
室
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
ん
ど
ん
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
中
で
も
家
庭
相
談
（
１
９
４
９
）、
老

人
ク
ラ
ブ
（
１
９
６
２
）
は
日
本
で
最
初
の
も
の
だ
っ
た
。
と
に
か
く
社
会
福
祉
の
問
題
に
は
難
し
い
こ
と
も
多
か
っ
た
が
１
９
５
７
（
昭
和
32
）

年
に
は
私
が
ト
ム
ソ
ン
の
強
い
誘
い
で
館
長
を
交
代
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
理
事
と
し
て
一
緒
に
働
い
た
の
で
し
た
。
70
歳
を
超
え
た
と
き
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
が
拡
大
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
ト
ム
ソ
ン
に
ベ
ト
ナ
ム
救
済
へ
の
参
加
要
請
が
あ
っ
て
、
皆
が
反
対
を
し
た
が
、
神
の
召
命
で

あ
れ
ば
困
難
な
道
で
も
ま
い
り
ま
す
と
２
年
間
を
一
日
の
休
暇
も
取
ら
ず
、
救
済
に
励
ん
だ
の
で
し
た
。

ト
ム
ソ
ン
夫
妻
が
関
係
し
た
こ
の
会
の
団
体
は
、
田
浦
の
基
督
教
会
社
会
館
は
も
ち
ろ
ん
、
緑
ヶ
丘
学
院
が
男
子
を
テ
ス
ト
で
二
期
だ
け
迎
え
た

頃
の
理
事
長
を
勤
め
ら
れ
、さ
ら
に
は
衣
笠
病
院
が
火
災
を
受
け
た
と
き
に
寄
付
を
集
め
て
救
済
に
努
力
を
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。デ
ッ

カ
ー
が
去
っ
て
16
年
目
に
は
関
係
し
た
す
べ
て
の
団
体
や
組
織
が
順
調
な
発
展
を
し
て
い
る
報
告
を
し
て
い
る
の
だ
。
日
本
政
府
は
ト
ム
ソ
ン
に
勲

章
を
贈
っ
て
感
謝
を
表
わ
し
た
。

デ
ッ
カ
ー
夫
妻
と
三
度
の
再
会

横
須
賀
学
院
同
窓
会　

元
会
長　

島　

田　

貫　

司

　

１
９
６
２
年
９
月
、
私
は
デ
ッ
カ
ー
夫
妻
が
住
ん
で
お
ら
れ

た
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
州
立
大
学
へ
留
学
し
た
。
海
軍
を
12
年
前
に

退
役
さ
れ
て
い
た
が
い
ろ
い
ろ
と
忙
し
い
生
活
を
さ
れ
て
い
た

よ
う
だ
。
と
く
に
日
本
か
ら
自
衛
隊
の
練
習
艦
隊
や
親
善
訪
問

団
な
ど
、
日
米
友
好
親
善
の
集
会
に
は
、
ご
夫
妻
で
よ
く
参
加

さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
私
が
長
野
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
住

ま
い
へ
と
ど
け
に
訪
ね
た
と
き
、
孫
が
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き

た
よ
う
な
大
歓
迎
を
し
て
下
さ
り
、
家
の
中
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
。
4
年
2
か
月
間
米
海
軍
横

須
賀
基
地
司
令
官
で
在
日
中
、
日
本
で
買
っ
た
品
々
や
頂
い
た
品
々
が
家
の
中
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら

れ
て
、
ま
る
で
日
本
美
術
館
を
訪
ね
た
印
象
だ
っ
た
。
沢
山
の
思
い
出
の
品
々
を
見
て
、
ご
夫
妻

は
回
想
記
「
黒
船
の
再
来
」
の
執
筆
を
さ
れ
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
住
ん
で
い
な
が
ら
日
米
の
友
好

と
親
善
に
尽
く
し
て
お
ら
れ
た
と
き
だ
っ
た
。

　

１
９
９
１
年
デ
ッ
カ
ー
少
将
は
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
の
8
年
後
に
私
は
デ
ッ
カ
ー
夫
人
を
訪
ね

た
。
沢
山
飾
っ
て
あ
っ
た
品
々
は
市
立
美
術
館
な
ど
へ
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
な
が
ら
、

夫
人
は
庭
の
ご
主
人
の
大
好
き
な
日
本
の
藤
の
花
の
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
に
は
デ
ッ
カ
ー
夫
妻
の
墓
参
が
で
き
た
。
住
ま
い
だ
っ
た
家
の
近
く
の
「
フ
ォ
ー

ト
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ン
ズ
国
立
墓
地
」
で
高
台
に
あ
っ
た
の
で
、
太
平
洋
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
、

広
大
な
墓
地
で
墓
石
が
統
一
さ
れ
、
ご
夫
妻
は
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。

表
紙
写
真
：

デ
ッ
カ
ー
夫
妻
と
高
松
宮
殿
下
ご
夫
妻

（
日
本
赤
十
字
社
総
裁
）

横
須
賀
赤
十
字
会
設
立
の
と
き

孫
の
ヴ
ァ
レ
ー
ジ
ョ
さ
ん
提
供





Parents Mary Ida Genevieve Weaver _ 
Benton Clark Decker, marriage 1893 Edwina Decker _ sons Ben(L) _ Bert(R), 

with Japanese girls, about 1953

Yokosuka005

Decker Naylor family, 1964

Granddaughter Jenny Decker Hiller _ family

Young Benton Decker with sisters _ mother 
Mary Ida Genevieve Weaver (Mamie), 1901

Dona Decker 90th birthday with family, 2018

Yokosuka015 Shriners Yokosuka020b

Yokosuka026 1947 Mrs. Jean McArthur middle

Yokosuka069

Yokosuka025 Sea Scouts

デ
ッ
カ
ー
家
の
孫
・
メ
ア
リ
ー
さ
ん
と

キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
の
整
理
し
た
写
真
集
か
ら

米
国
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
二
人
が
懸
命
に
家
系
図
や
写

真
を
整
理
。
一
週
間
前
メ
ー
ル
で
到
着
。
こ
こ
に
割

り
込
ま
せ
ま
し
た
。（
福
島
）

デ
ッ
カ
ー
さ
ん
の
胸
像
が
故
郷
ア
メ
リ
カ
に
向
き
変
え
。

平
和
中
央
公
園
の
新
名
称
で
全
体
が
新
鮮
な
模
様
替
え
を
し
た
。

（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
整
理
は
福
島
與
志
男
） Yokosuka022 Boy Scouts

Yokosuka028 April 10 1947 one year 
anniversary Yokosuka base command a

デッカー司令官胸像（R3.3.10 菊池匡文さん撮影）デッカー司令官胸像（R3.3.10 菊池匡文さん撮影）



本
を
手
に
し
た
人
を
そ
の
入
り
口
ま
で
お
つ
れ
す
る
た
め
に
、
少
し
だ
け
デ
ッ

カ
ー
夫
妻
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）
4
月
に
、
前
任
地
の
シ
ア
ト
ル
か
ら
ハ
ワ
イ
経
由

で
横
須
賀
に
海
軍
大
佐
で
着
任
、
の
ち
に
昇
進
し
て
少
将
に
な
り
ま
し
た
。
働
き

盛
り
の
46
歳
で
し
た
。
当
時
の
日
本
人
に
は
大
人
に
も
子
供
の
目
に
も
格
好
良
く

映
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
直
接
会
っ
た
経
験
の
あ
る
阿
部
志
郎
先
生
の
印
象
的
な

巻
頭
の
言
葉
を
ま
ず
読
ん
で
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
し
て
く
だ
さ
い
。

横
須
賀
市
が
編
纂
・
出
版
し
た
「
新
横
須
賀
市
史
」
で
は“

敗
戦
後
、
失
意
の

中
に
あ
っ
た
横
須
賀
市
民
に
と
っ
て
新
鮮
で
新
し
い
横
須
賀
の
出
発
と
映
っ
た
。

そ
し
て
新
し
い
「
指
導
者
」
と
し
て
の
彼
を
次
第
に
慕
う
よ
う
に
な
り
、
親
近
感

を
覚
え
て
い
っ
た
。” 

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
程
の
人
で
す
。
デ
ッ
カ
ー
夫
人
の
ウ

イ
ド
ナ
ー
さ
ん
の
活
躍
も
こ
の
本
の
随
所
に
で
て
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
予
備
知
識
は
こ
の
程
度
に
し
て
、
ど
う
ぞ
読
み
始
め
て
く
だ
さ
い
。

★
編
集
後
記　
　

三
密
な
ど
コ
ロ
ナ
に
は
さ
ま
ざ
ま

に
苦
し
め
ら
れ
ま
す
。
地
震
も
怖
い
で
す
し
、
津
波

や
山
崩
れ
も
恐
ろ
し
い
で
す
。
そ
の
前
に
は
、
戦
争

で
命
を
削
ら
れ
終
戦
で
は
飢
え
と
貧
困
に
苦
し
み
希

望
も
失
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
戦
後
の
横
須
賀
は
米
海
軍
基
地
司
令
官

デ
ッ
カ
ー
大
佐
が
昭
和
21
年
４
月
着
任
、
日
本
人
に

民
主
主
義
政
策
で
道
を
開
き
、
そ
の
成
果
が
今
日
各

所
で
大
発
展
の
成
果
を
見
せ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ

を
訪
ね
て
み
よ
う
と
い
う
展
覧
会
で
し
た
が
ご
関
係

の
皆
様
に
は
気
持
ち
よ
く
ご
理
解
を
頂
き
参
加
を
し

て
、
見
事
な
成
果
を
み
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
名
前
は
最
終
の
表
紙
に
発
表
し
ま

す
。
民
間
の
赤
十
字
会
の
設
立
も
こ
こ
か
ら
全
国
に

広
が
り
ま
し
た
。
産
業
で
は
造
船
が
い
ち
早
く
日
本

の
産
業
・
経
済
を
立
て
直
し
、
世
界
一
に
な
っ
た
の

で
し
た
。
女
性
の
地
位
向
上
に
も
力
を
尽
く
し
ま
し

た
。
模
様
替
え
を
し
た
平
和
上
町
公
園
の
デ
ッ
カ
ー

胸
像
も
太
平
洋
を
見
つ
め
る
位
置
替
え
で
い
っ
そ
う

立
派
に
み
え
ま
す
。
デ
ッ
カ
ー
さ
ん
と
感
謝
の
笑
顔

を
交
わ
せ
る
の
は
い
い
も
の
で
す
。 （
大
橋
祥
宏
記
）

横
須
賀
の
戦
後
復
興
物
語
『
黒
船
の
再
来
』 

〜
米
海
軍
基
地
第
４
代
司
令
官=

デ
ッ
カ
ー
夫
妻
回
想
記
〜

出
会
っ
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
！　

さ
あ
ー
、
ペ
ー
ジ
を
開
こ
う
！

横
須
賀
学
の
会
会
員　

松　

井　

謙　

親 

戦
争
と
平
和
、
破
壊
と
建
設
、
人
の
生
と
死
、
出
会
い
と
別
れ
…
…
、
そ
れ
ら
が
積
み
重
な
っ
て
歴
史
と
な
り
、

人
の
営
み
と
し
て
の
物
語
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
に
ご
紹
介
し
て
お
薦
め
す
る
『
黒
船
の
再
来
』
は
、
連
合
国
に
よ
る
日
本
占
領
期
に
来
日
し
て
横
須
賀
の

復
興
に
尽
力
し
た
米
海
軍
基
地
第
４
代
司
令
官
：
デ
ッ
カ
ー
夫
妻
が
著
し
た
回
想
記
で
す
。
無
謀
な
太
平
洋
戦
争

に
敗
れ
た
日
本
の
、
わ
け
て
も
横
須
賀
の
市
民
に
読
ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
す
。

戦
後
70
年
以
上
が
過
ぎ
街
も
生
活
も
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
生
存
す
る
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
り
復
興
期

や
そ
の
後
に
成
長
し
た
大
人
た
ち
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
話
、
若
い
人
達
が
知
ら
な
か
っ
た
基
地
の
中
の
こ
と
や
市

民
生
活
の
逸
話
・
出
来
事
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
て
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。
復
興
物
語
は
日
米
親
善
・
交
流
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
容
の
豊
富
さ
を
あ
ら
わ
し
て
本
の
装
い
は
分
厚
く
立
派
で
す
。
で
も
、
そ
の
形
に
気
後
れ
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
難
し
い
理
屈
の
本
で
は

な
い
の
で
す
。
題
名
を
知
り
出
会
っ
た
今
が
チ
ャ
ン
ス
！
読
み
時
の
旬
で
す
。
ど
こ
か
ら
で
も
い
い
。
興
味
を
ひ
か
れ
た
ペ
ー
ジ
か
ら
読
み
だ
せ
ば

す
ぐ
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

デ
ッ
カ
ー
夫
妻
が
基
地
司
令
官
の
枠
を
超
え
、
む
し
ろ
有
能
な
民
政
官
と
し
て
活
動
し
た
日
本
滞
在
4
年
間
の
行
動
の
鮮
や
か
さ
を
感
じ
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
読
み
や
す
い
よ
う
に
編
集
し
た
詳
し
い
目
次
を
付
け
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
ま
ず
は
目
に
留
ま
っ
た
個
所
を
拾
い
読
み
し
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。

日
本
も
横
須
賀
も
豊
か
に
な
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
思
い
出
に
浸
り
な
が
ら
気
楽
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
デ
ッ
カ
ー
夫
妻
の
復

興
努
力
へ
の
感
謝
の
念
だ
け
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

原　本

翻訳本



編
集
・
制
作　

横
須
賀
学
の
会

発　
　
　

行　

横
須
賀
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

横
須
賀
市
平
成
町
２

−

14

−

4

発　

行　

日　

令
和
三
年
四
月
一
日

☆
資
　
料
　
提
　
供

村
田
義
鑑
氏
長
女

　

宇　

都　

敦　

子　
（
大
宮
朋
子
）

横
須
賀
市
市
民
部
市
民
生
活
課

横
須
賀
赤
十
字
会
二
十
年
の
あ
ゆ
み

米
海
軍
横
須
賀
基
地
民
事
部

デ
ッ
カ
ー
夫
妻
胸
像
写
真

　

清　

水　

美　

弘

田
中
彦
蔵
・
敏
子
資
料

　

田　

中　
　

實

復
員
船
の
コ
レ
ラ
を
横
須
賀
で
殲
滅

横
須
賀
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ー　

杉
本
幸
三

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◯
パ
ネ
ル
掲
示
へ
の
参
加
名

栄　

光　

学　

園

関　

東　

学　

院

清　

泉　

女　

学　

院

横　

須　

賀　

学　

院

緑　

ヶ　

丘　

学　

院

春　

光　

学　

園

衣　

笠　

病　

院　

聖　

ヨ　

ゼ　

フ　

病　

院

横
須
賀
市

郷　

土　

資　

料　

室

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

　

メ
ア
リ
ー　

＆　

キ
ャ
ロ
ル

展覧会にご協力くださった皆様


